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パート２～合法木材利用推進に向けた課題と展望 

【趣旨】 

パート 1による「日本市場の購入行動が各国の違法伐採問題への取り組みに重要な影響を与え
ること」という問題提起を受け、需要側・供給側の関係者、行政の関係者などにより、「合法木材

利用推進に向けた課題と展望」について、①調達を拡大安定させるための制度的な整備、②供

給側からの PRなどの努力、③供給側の信頼性、④需要者側と供給者側との連携等の点につい
て討議を行う。 
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化に取組む。 
 
阿部 祐爾 

株式会社岡村製作所 環境マネジメント部部長 

1978年入社、約 20年間 製造部門で椅子とテーブルの生産・調達・資材・配送の管理業務を担
当、その後 8 年間、購買部で基礎資材の調達、購買企画を担当、2006 年より環境対策部部長
（現環境マネジメント部）、日本オフィス家具協会（ＪＯＩＦＡ）の環境部会委員、グリーン購入ネット
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